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Sheet1

		分類 ブンルイ		番号 バンゴウ		意見		対応 タイオウ

		地方活性化 チホウ カッセイカ		1		一極集中緩和に資する施策をＥＢＰＭで考えることが狙い。具体的施策を国交省各原局から情報を集めて報告すると東京一極集中是正に資する施策が明らかになりそれを進める形で国土強靱化推進が可能。 カク		国土交通省から地方活性化を含めた東京一極集中是正に向けた施策についての整理及び定量的な分析例について説明。 コクド コウツウショウ チホウ カッセイカ フク トウキョウ イッキョク シュウチュウ ゼセイ ム シサク セイリ オヨ テイリョウテキ ブンセキ レイ セツメイ

				2		東京一極集中は吸い上げられている地方の脆弱性も高めている。 トウキョウ イッキョク シュウチュウ ス ア チホウ ゼイジャクセイ タカ

				3		マルチハビテーション促進とそのためのインフラ整備が必要。 ソクシン セイビ ヒツヨウ

				4		対流を高めるためには地域の安全化を高めることが必要。 タイリュウ タカ チイキ アンゼン カ タカ ヒツヨウ

				5		スーパー・メガリージョン構想を分散化につなげていくことが出来る。 コウソウ ブンサンカ デキ

				6		企業地方移転及び自治体企業誘致に地方のインフラ整備が必要。 キギョウ チホウ イテン オヨ ジチタイ キギョウ ユウチ チホウ セイビ ヒツヨウ

				7		東京一極集中是正に資する施策は具体的タマが必要。例えば、地産地消型エネルギーシステムは各省連携し取り組んでいる。 トウキョウ イッキョク シュウチュウ ゼセイ シ シサク グタイテキ ヒツヨウ タト チサン チショウ カタ カクショウ レンケイ ト ク		具体的な各省の施策等を年次計画に記載することを検討。 グタイテキ カクショウ シサク ナド ネンジ ケイカク キサイ ケントウ

		競争力と
分散化 キョウソウリョク ブンサンカ		8		国際競争力を高めるような分散の仕方もあるのではないか。 コクサイ キョウソウリョク タカ ブンサン シカタ		東京の競争力と利便性を確保した一極集中是正等について、次期年次計画における推進について検討。 トウキョウ キョウソウリョク リベンセイ カクホ イッキョク シュウチュウ ゼセイ ナド ジキ ネンジ ケイカク スイシン ケントウ

				9		東京一極集中リスクの分析・対応の際には競争力と利便性を失わない。 トウキョウ イッキョク シュウチュウ ブンセキ タイオウ サイ キョウソウリョク リベンセイ ウシナ

				10		分散化する際にはクラスターを壊さず地方に行かせることが必要。 ブンサンカ サイ コワ チホウ イ ヒツヨウ

				11		短期的視点だけでなく将来東京がどのような都市になるか考えるべき。 タンキテキ シテン ショウライ トウキョウ トシ カンガ

		EBPM		12		日本はエビデンスの研究が進んでいない。専門の研究所を作るべき。 ニホン ケンキュウ スス センモン ケンキュウジョ ツク		今後の検討課題とする。 コンゴ ケントウ カダイ

				13		EBPMを行う際には、仮説を立てながらデータで検証するべき。 オコナ サイ カセツ タ ケンショウ

		モニタリング指標 シヒョウ		14		東京の人口と資産の集中の限界点の把握・分析・目標設定が必要。 トウキョウ ジンコウ シサン シュウチュウ ゲンカイテン ハアク ブンセキ モクヒョウ セッテイ ヒツヨウ

				15		外力、エクスポージャー、脆弱性を掛けたリスクをしっかり分析する。 ソト チカラ ゼイジャクセイ カ ブンセキ

				16		代替性、冗長性に関する指標が欠けている。 ダイタイセイ ジョウチョウセイ カン シヒョウ カ

				17		東京のエネルギーの他に食料の量や水の自立性の程度も考えるべき。 トウキョウ ホカ ショクリョウ リョウ ミズ ジリツセイ テイド カンガ
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